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決算審査特別委員会

（2）

　《委員会での審査内容の主なもの》
各委員会で研修を実施しているがビール，コンパニオン代等支出があるようだが不適切なものは，公費負担分から削除し
たのか伺う。
特別旅費の宿泊代の中に宴会費が含まれていたので不適切な支出分については定額旅費により積算をしなおし削除しました。
オフトーク通信費が予算に対して決算が減っている理由及び統計調査員も予算に対して決算が260万円ほど減っているが
理由を伺う。
オフトーク通信については，脱退者が164世帯ほどありました。統計調査員の不用額については，当初予算で302名を見込み
ましたが実際委嘱したのが259名でした。当初予算の302名は旧両町の実績を合算しましたが，合併後見直しをした結果259
名でした。
水田農業経営確立対策助成補助金と，水田農業生産調整目標面積推進事業助成金の具体的な実施事業等について伺う。
水田農業経営確立対策助成補助金は，旧千代田町分で，水田農業生産調整目標面積推進事業助成金が旧霞ヶ浦町分，それ
ぞれの助成金名称です。内容については，転作に係る助成金で，旧千代田地区は，そば等の団地化助成が多く，旧霞ヶ浦地
区は，蓮根の助成が多くを占めています。
市道㋠６号線の保証補填賠償金というのは，当初予算が1億4,800万円だったのが１億円になっているが，減額になった理
由は何か。また，路線の方針がなかなか決まらなかったようだが，その路線上での同意というのはすべて取れているか伺う。
市道㋠６号線については説明会を行っており，概ね反対意見がなかったということで，用地買収に入りました。その中で家
屋移転が２件あり，交渉に時間がかかり，年を越した１月20日の契約となり，年度内に物件の移転が完了しないという状況
もあったので，一部を繰り越したということで減額になりました。
学校介助員は４名との説明だが，合併後４人では不足だと思うがどうか。また，心の教室相談員については，心の問題に
起因する事件が多発している現在，予算額が不足しているかと思うがどうか伺う。
平成17年度の学校介助員は４名でした。学校長より申請があり審査を行い配置しています。17年度は美並小，志士庫小，下
稲吉小，下稲吉東小の４校に配置しました。心の教室相談員については，県からスクールカウンセラーの派遣制度がありま
すが，市内４中学校のうち，千代田中だけが対象から外れているので，市の単独事業にて配置しています。
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平成17年度かすみがうら市一般会計決算（収入済額）

3 国県支出金
1,476,029,768円

10%

1 市税
4,885,196,720円

33%

6 諸収入
605,540,148円

4%

2 地方交付税
交付金等

5,388,564,883円
36%

4 繰入金
8,016,000円
（0.05%）

5 繰越金
913,478,500円

6%

7 市債
1,715,600,000円

11%
1 市税

2 地方交付税
交付金等

3 国県支出金

4 繰入金

5 繰越金

6 諸収入

7 市債

（単位：円）

平成17年度かすみがうら市一般会計決算(支出済額）

3 農林水産商工労働関係
969,975,549円

7%

4 道路河川都市
計画関係

2,590,436,213円
18%

4 道路河川都市
計画関係

2,590,436,213円
18%

5 教育関係
1,206,432,812円

8%

6 公債費
1,349,138,442円

9%

1 総務関係
3,257,249,735円

23%

2 保険衛生福祉関係
5,027,080,785円

35%

1 総務関係

（単位：円）

2 保険衛生福
  祉関係
3 農林水産商
  工労働関係
4 道路河川都
  市計画関係

5 教育関係

6 公債費

一般会計【歳入】149億9,242万6,019円　【歳出】144億31万3,536円

▲新治児童館

　平成18年第３回市議会定例会の初日，平成17年度かすみがうら市一般会計歳入歳出
決算の認定，平成17年度かすみがうら市土地取得特別会計歳入歳出決算の認定について
の２議案の審査を行うため，各常任委員会より各２名を選出し，一般会計決算審査特別
委員会を設置いたしました。特別委員会では，10月12日・13日・17日・18日に，市長，
教育長並びに各担当部課長の出席を求め，慎重に審査を行い，一般会計歳入歳出決算に
ついては賛成少数で不認定に，土地取得特別会計歳入歳出決算の認定については，全会
一致で原案のとおり認定され，最終日の本会議で報告し，賛成多数で認定されました。

一般会計決算
特別会計決算
一般会計決算一般会計決算一般会計決算
特別会計決算特別会計決算特別会計決算特別会計決算特別会計決算特別会計決算特別会計決算 議会で認定議会で認定議会で認定議会で認定
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　《委員会での審査内容の主なもの》
国民健康保険税の不能欠損処理を行った経過について伺う。
処理件数は，全部で10件です。すべて地方税法第18条１項によります時効完成という内容です。時効完成の詳細
については，居所不明，死亡等です。公売にかかる債権により，歳入が見込めないものも１件あります。
国民健康保険料滞納金の収納方法とその対処について伺う。
昨年度は合併当初で人員的な問題もあり徴収業務が遅れましたが，今年度は職員を１名増やし昨年度より充実し
た納税相談ができるようになりました。具体的には，先日，納税相談日を指定し納税相談を実施しました。対
象者は912件です。その方々は未納者ということで９月末日までの６箇月間の短期被保険証を交付していました。
その時の相談者は約300名で，その後も何人か相談に来ています。その際納税者と直接お話しして，分割納付の
誓約書を取り，納税していただけるようにし，年度後半の短期被保険者証を発行しています。また，残りの約
600名についても，順次来ていますが再度通知するなり，こちらから個別訪問をし，納税相談を積極的に行い徴
収率を上げていきたいと考えています。
下水道事業は，現在整備計画の約何割を完成しているのか，下水道事業の完成年度は何年になるのか伺う。
現在の下水道事業の進捗状況は，面積で約４割，計画人口で約６割を完成しています。県との協議では27年度を
最終年度としていますが，現状は難しい状況です。18年度から県において，霞ヶ浦流域別下水道整備総合計画の
見直し作業が行われますので，今後は県及び他市町村とも協議し，市の下水道整備計画の見直しなども検討して
いきます。
農業集落排水事業への加入率が処理区域ごとにばらつきがあるが要因はいかなるものか，特に千代田東部地区が
低い理由について伺う。
処理区域の供用開始年度が異なることが要因になります。そのため早く整備したところは加入率が高く，千代田
東部地区のように４年前に供用した比較的新しい区域については低い状況です。土田地区については，事業当初
より整備に伴い一括して農協から宅内接続の工事費を借り入れて集落を整備した経過があり高い加入率となって
います。

特別会計決算審査特別委員会
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特別会計【歳入】96億7,048万9,211円　【歳出】94億311万174円

20,108,402円

20,108,402円

302,213,042円

311,393,245円

333,362,368円

1,732,551,937円

1,737,386,163円
3,233,195,367円

3,343,113,350円
3,803,648,181円

3,852,731,570円

0 ５億 10億 15億 20億 25億 30億 35億 40億

（単位：円）支出済額

土地取得 収入済額
支出済額

介護保険 収入済額

支出済額

農業集落排水事業 収入済額
支出済額

下水道事業 収入済額

支出済額

老人保健 収入済額

支出済額

国民健康保険 収入済額

平成17年度かすみがうら市特別会計決算（収入済額・支出済額）

383,787,358円

▲雨水管渠布設工事

　平成18年第３回市議会定例会の初日，平成17年度かすみがうら市国
民健康保険，老人保健，下水道事業，農業集落排水事業，介護保険特別
会計歳入歳出決算の認定についての５議案の審査を行うため，各常任委
員会より各２名を選出し，特別会計決算審査特別委員会を設置いたしま
した。特別委員会では10月12日に，各担当部課長の出席を求め，慎重
に審査を行い，全議案すべて，全会一致で原案のとおり認定され，最終
日の本会議で報告し，賛成多数で認定されました。
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に
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し
、
充
分

な
調
査
・
審
議
を
経
ま
し
て
、
今
年
の
８

月
７
日
に
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
施

設
規
模
は
、
建
坪
約
１
千
㎡
の
平
屋
造

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
施
設
の
内
容
と
し

て
は
一
般
高
齢
者
の
介
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を
目
的
と

し
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、
少
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化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
０
歳
か
ら
未
就

学
児
ま
で
の
親
子
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対
象
と
し
た
子
育

て
支
援
の
ス
ペ
ー
ス
、
ま
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
の
生
活
環
境
保
全
に
関
す
る
条
例
等

に
、
施
設
そ
の
も
の
が
該
当
し
て
く
る

の
で
は
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い
か
と
思
い
ま
す
。
か
す
み

が
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と
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づ
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思
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ま
す
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仮
称
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建

設
規
模
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
長　

福
祉
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
度
に
設

　
石
岡
市
内
に
あ
る
養
鶏
場
の
悪

臭
に
つ
い
て
成
鶏
で
110
万
羽
の

時
、
ど
の
く
ら
い
の
鶏
糞
が
発
生
し
、

ど
う
指
導
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
環
境
経
済
部
長　

成
鶏
で
１
羽

当
た
り
100
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の
糞
が
発
生
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
110
万
の
成

鶏
を
飼
っ
た
場
合
、
110
ｔ
の
糞
量
が
発

生
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
法
的
関
係

で
す
が
、
こ
の
中
に
は
悪
臭
防
止
法
、

そ
れ
と
茨
城
県
の
生
活
環
境
保
全
等
に

関
す
る
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が
あ
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ま
す
が
、
こ
の
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の
か

質 問 事 項

　
市
長　

市
内
で
行
わ
れ
て
い
る
、
残
土

の
埋
立
て
事
業
等
に
対
す
る
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
中
、
大
平
区
長
ほ
か
４
区
長
か

ら
の
埋
立
て
に
関
し
て
の
条
例
の
見
直
し
等
の

要
望
書
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業

委
員
会
か
ら
は
、
条
例
の
適
用
に
つ
い
て
の
要

望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
民
の
理

解
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
の
土
砂
等
に

よ
る
土
地
の
埋
立
て
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の
規
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関
す
る
条

例
の
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つ
い
て
、
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成
19
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の
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行
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し
、
現
在
、
検
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を
進
め
て
い
ま
す
。

年
度
の
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で
そ
の
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が
完
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す
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な
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、
ご
理
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た
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け
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で
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と
思
い
ま
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そ
の
内
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も
多
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す
る
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と
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、
随
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契
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式
を
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し
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い
ま
す
。
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託
に
つ
い
て
も
、

よ
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争
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の
高
い
、
契
約
方
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を
検
討

し
、
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
霞
ヶ
浦
地
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の
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要
望
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る
と
思
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ど
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て
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る
の
か
伺
う
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水
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事
業
の
委
託
内
容
と
随
意
契
約

に
つ
い
て
伺
う
。

　
水
道
課
長　

水
道
事
業
に
お
け
る
委

託
内
容
に
つ
い
て
は
、
料
金
徴
収
業

務
の
一
部
で
あ
り
、
検
針
業
務
、
開
始
・

中
止
業
務
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び
こ
れ
に
伴
う
精
算
業
務
、

ま
た
、
給
水
停
止
業
務
、
窓
口
で
の
収
納

業
務
、
未
納
集
金
及
び
通
知
書
等
の
戻
り

処
理
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
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業
務
委
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い
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は
、
旧
千
代
田
町
に
お
い
て
、

平
成
４
年
か
ら
開
始
し
た
も
の
で
あ
り
、

業
務
内
容
を
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い
た
だ
け
れ
ば
、
単

▲水道メーター検針
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金
徴
収
業
務
の
一
部
を
行
っ
て
い
る

Q

水
道
事
業
の
委
託
内
容
は

質 問 事 項
1.行政全般について
  （1）公費を使った視察について
  （2）公文書の処分について　
  （3）職員のモラルについて
2.環境行政について
  （1）条例について
3.土木行政について
  （1）下水道関係について
4.水道行政について
  （1）委託料について　（2）随意契約について

1.行政全般について
  （1）市内の小学校の統廃合について　（2）保育所を民間に委託する考えについて
  （3）選挙管理委員会と公職選挙法違反等の取り組みについて
  （4）養鶏場の悪臭に対する市の考えについて
  （5）予算の編成は法的根拠に基づき予算化すべきと思うがいかに
  （6） 新聞報道によれば，前市長が課長に入札指名指示とした記事，事実とすれば公

務員法違反であり事実解明について
  （7）コミュニティバスの委託契約について
  （8）平成17年度の不納欠損処分について　（9）市長の選挙公約について
  （10） 特別職（市長，助役，収入役，教育長，議員）等の報酬審議委員会の答申の

内容について
  （11） 千代田地区に（仮称）総合福祉センター建設について，また，建設地はどこ
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市
長　

百
里
基
地
で
米
軍
が
訓
練

を
行
う
場
合
に
は
、
事
前
に
基
地

と
米
軍
の
間
で
所
要
の
調
整
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
際
、
米
軍
の
訓
練

期
間
中
の
安
全
対
策
等
に
つ
い
て
も
確

認
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
不
幸
に
し
て
事
故
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
県
の
航
空
災
害
対
策

計
画
に
沿
っ
て
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
、

県
を
中
心
と
し
た
連
絡
網
や
災
害
時
の

各
種
協
定
に
よ
り
、
各
方
面
か
ら
の
協

力
を
得
ら
れ
る
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

は
54
件
、
合
計
81
件
に
の
ぼ
り
ま
す
。

た
だ
今
、
ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
い

く
つ
か
の
物
件
に
つ
い
て
は
、
担
当
及
び

学
芸
員
が
、現
地
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
歴
史
的
、
学
術
的
に
価
値

の
高
い
も
の
と
判
断
し
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
逐
次
、
所
定
の
手
続
き
を
踏
み
ま

し
て
、
市
の
指
定
文
化
財
と
し
て
登
録

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

米
軍
の
百
里
基
地
訓
練
移
転
に
つ

い
て
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

か
す
み
が
う
ら
市
の
文
化
財
に

な
っ
て
い
な
い
貴
重
な
も
の
に
つ

い
て
ど
う
保
護
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

教
育
部
長　

文
化
財
に
つ
い
て
は
、

先
人
が
遺
し
た
貴
重
な
も
の
で
あ

り
、
い
ず
れ
も
、
歴
史
・
芸
術
・
学
術
上

価
値
の
高
い
も
の
を
、
文
化
財
と
し
て
、

国
、県
、市
町
村
が
指
定
し
、保
存・保
護・

活
用
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
市

に
お
い
て
は
、
国
指
定
文
化
財
は
１
件
、

県
指
定
文
化
財
は
山
内
議
員
所
有
管
理

の
五
輪
塔
な
ど
26
件
、
市
指
定
文
化
財

▲拾光寺観音

議
員

QA

Q

A

QA
価
値
の
高
い
も
の
と
判
断
し
た
場
合
は
指
定
文
化
財
と
し
て
登
録
す
る

文
化
財
に
な
っ
て
い
な
い
貴
重
な
も
の
に
つ
い
て
ど
う
す
る
の
か

質 問 事 項

　
市
長
公
室
長　

本
市
に
お
い
て
、
関
鉄
観

光
バ
ス
株
式
会
社
が
「
牛
渡
経
由
田
伏
車

庫
土
浦
駅
線
の
田
伏
車
庫
・
折
戸
区
間
」
が
９
月

末
で
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
当
該
路
線
が
長
年
、

生
活
路
線
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
事
業
者
側
に
訴

え
、
運
行
の
継
続
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

経
営
存
続
に
か
か
わ
る
と
の
認
識
か
ら
事
業
者
側

の
意
志
は
固
く
、
今
回
の
廃
止
に
至
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
継
続
的
に
路
線
バ
ス
を
は
じ
め
と
す

る
公
共
交
通
機
関
等
と
の
連
携
を
図
り
、
市
内
の

公
共
交
通
体
系
に
つ
い
て
研
究
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

の
保
険
料
算
定
に
な
っ
た
こ
と
や
、
高
齢
者
の
増
加

に
伴
っ
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
増
え
、
特
に
施

設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
増
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

介
護
保
険
給
付
費
の
３
年
間
の
総
額
を
61
億
５
千
万

円
と
見
込
ん
で
算
定
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
伸

び
率
と
し
て
は
、
全
国
平
均
の
24
％
を
大
幅
に
上
回
っ

て
い
ま
す
が
、
保
険
料
額
と
し
て
年
額
で
３
，７
８
０

円
ほ
ど
下
回
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
適
切
な
保
険

給
付
に
努
め
、
保
険
料
額
上
昇
の
抑
制
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
県
路
線
バ
ス
の
廃
止
に
よ
る
交
通
弱
者
に
対

す
る
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
介
護
保
険
料
が
大
幅
な
引
き
上
げ
に
な
っ
た

が
そ
の
要
因
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
保
健
福
祉
部
長　

平
成
15
年
度
か
ら
17
年
度

ま
で
の
新
治
広
域
事
務
組
合
で
の
共
同
運
営

に
よ
る
保
険
料
と
比
べ
る
と
、
年
額
１
万
６
，５
０
０

円
、
割
合
で
57
％
の
増
加
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
理

由
は
、
広
域
運
営
で
は
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し

保
険
料
算
定
が
で
き
る
こ
と
、
ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
が
現
在
ほ
ど
の
伸
び
を
示
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
に
加
え
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
の
取
り
崩

し
を
見
込
ん
で
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。さ
ら
に
、

今
回
の
保
険
料
額
改
正
に
あ
た
っ
て
は
、
市
単
独
で

庸
雄
議
員

QA

Q

A

QA

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
増
に
よ
る

介
護
保
険
料
の
大
幅
な
引
き
上
げ
に
つ
い
て

1.行政サービスについて
  （1）税の申告相談のあり方について （2）農業所得の申告について
2.行政改革について
  （1）行政制度の調整について　
  （2）まちづくりアンケート調査について
3.インターネットについて
  （1）光ファイバーの普及について　（2）ICT教育について
4.福祉行政について
  （1）介護保険について　（2）交通弱者の対応について
5.納税対策について
  （1）市町村への県税職員派遣について

質 問 事 項
1. 納税対策について
  （1）滞納金について
2. 米軍の百里基地への訓練移転問題について
  （1）訓練移転問題の対応について
3. 教育行政について
  （1）文化財対策について　
  （2）志筑小学校整備について
  （3）海洋センタープールについて　　
  （4）プールの安全対策について
  （5）教育方針について



一般質問

（6）

に
高
さ
15
ｍ
以
上
の
建
築
物
、
通
常
は
中

高
層
建
築
物
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
お
お
む

ね
10
棟
以
上
あ
る
場
合
に
は
、
は
し
ご
自

動
車
又
は
屈
折
は
し
ご
自
動
車
１
台
以
上

を
配
置
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
、
中
高
層
建
築
物
は
、
西

消
防
署
管
内
で
は
22
棟
、
東
消
防
署
管

内
１
棟
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
災
害
が
発

生
し
た
場
合
は
、
茨
城
県
広
域
消
防
相
互

応
援
協
定
に
基
づ
き
、
近
隣
消
防
本
部
の

応
援
隊
を
要
請
し
対
応
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
応
援
隊
の
要
請
を
考
え
て
い
ま
す
。

画
が
あ
る
と
、聞
い
て
い
ま
す
。
市
で
も
、

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
時

機
を
見
て
臭
気
測
定
を
実
施
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
県
で
は
、
水

質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ
く
立
ち
入
り
検

査
や
、
悪
臭
物
質
等
排
出
実
態
調
査
を
実

施
し
、
事
業
者
に
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　
高
層
ビ
ル
に
お
い
て
火
災
が
起
き

た
時
の
対
応
と
は
し
ご
車
の
配
備

に
つ
い
て
伺
う
。

　
消
防
長　

消
防
力
整
備
指
針
で

は
、
１
つ
の
消
防
署
の
管
轄
区
域

　
養
鶏
場
の
悪
臭
に
対
し
て
今
後
ど

の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
て
い
く
の

か
伺
う
。

　
環
境
経
済
部
長　

石
岡
市
と
か
す

み
が
う
ら
市
が
協
調
し
、
事
業
者

に
対
し
て
、
施
設
の
改
善
及
び
住
民
説
明

会
の
開
催
、
さ
ら
に
は
簡
易
測
定
機
を
使

用
し
た
周
辺
の
臭
気
測
定
の
実
施
に
つ

い
て
、
指
導
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
18
年
８
月
８
日
の
説
明
会
に
お
い

て
は
、
悪
臭
の
対
策
と
し
て
鶏
糞
の
炭
化

に
よ
る
方
法
を
予
定
し
、
施
設
の
導
入
計

▲高層マンション

　

勇

　

勇

　

勇

　

勇
議
員

QA

QA QA

鶏
糞
の
炭
化
に
よ
る
方
法
を
計
画
し
て
い
る

養
鶏
場
の
悪
臭
対
策
に
つ
い
て

質 問 事 項

か
な
確
立
や
、
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
の

公
共
的
施
設
の
整
備
」、
さ
ら
に
は
、「
新

市
の
建
設
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進

す
る
た
め
の
公
共
的
施
設
の
統
合
整
備
」

等
と
し
て
、
新
市
建
設
計
画
に
位
置
付
け

ら
れ
た
事
業
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
今
策
定

を
進
め
て
い
ま
す
「
市
総
合
計
画
」
に
お

き
ま
し
て
も
、
そ
の
考
え
を
踏
襲
し
、
重

点
的
な
事
業
と
し
て
位
置
付
け
、
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
精
査
・
検
討
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
そ
の
実
現
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

対
策
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。そ
の
他
に
も
、

先
ほ
ど
も
ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
学

校
の
統
廃
合
な
ど
も
課
題
と
し
て
は
あ
ろ
う

か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応

す
べ
く
、
学
校
施
設
全
体
の
あ
り
方
を
検
討

し
、
整
備
の
考
え
方
を
整
理
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
中
の
、
検
討
課
題
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
新
市
建
設
計
画
の
中
で
合
併
特
例
債

事
業
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
市
長　
「
合
併
特
例
債
事
業
」
に
つ

い
て
は
、「
新
市
の
一
体
性
の
速
や

　
老
朽
化
の
著
し
い
下
稲
吉
小
学
校
の

建
設
と
財
政
の
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

　
教
育
長　

平
成
18
年
５
月
１
日
現
在

の
、
公
立
学
校
施
設
台
帳
で
見
る
と
、

総
児
童
数
が
704
名
、
総
学
級
数
が
24
学
級

と
、
市
内
で
一
番
大
き
な
学
校
で
す
。
そ
う

い
う
中
で
、
施
設
の
老
朽
化
の
進
展
や
耐
震

対
策
、
ま
た
、
増
加
傾
向
の
児
童
を
収
容
で

き
る
校
舎
の
確
保
に
向
け
た
増
築
の
必
要

性
な
ど
そ
の
当
面
の
対
策
と
、
700
人
を
超
す

大
規
模
な
小
学
校
の
施
設
全
体
を
改
築
と

い
う
、
多
額
の
事
業
費
を
伴
う
長
期
的
な

▲下稲吉小学校

龍
人
龍
人
龍
人
龍
人
議
員

QA

QA

A

学
校
施
設
全
体
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

Q

老
朽
化
し
て
い
る
下
稲
吉
小
学
校
の
建
設
は

1.政治姿勢について
  （1）新市建設計画について
  （2）合併特例債事業について
  （3）神立駅周辺整備について
  （4）人事管理について
2.教育行政について
  （1）教育施設整備について　
  （2）耐震検査と補強工事について
  （3）教育環境づくりについて
  （4）下稲吉小学校建設について

1. 政治姿勢について
  （1）合併特例債事業について　（2）消防行政について
2. 開発行政について
  （1）神立駅前開発整備事業について　
  （2）向原土地区画整理組合について
3. 環境行政について
  （1）悪臭対策について
4. 教育行政について
  （1）下稲吉小学校整備について　　
  （2）学校統廃合について

質 問 事 項



一般質問

（7）

十
分
に
理
解
も
で
き
ま
す
し
、
考

慮
も
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
わ
け

で
も
あ
り
ま
す
け
ど
、
一
番
大
切

な
こ
と
は
、
私
は
2
町
が
合
併
し

こ
の
一
体
性
を
確
立
し
て
い
く
。
そ

し
て
ま
た
、
地
方
分
権
を
推
進
し

て
い
く
た
め
に
、
市
長
と
し
て
の
私

が
最
も
信
頼
を
し
、
ま
た
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
も
期
待
を
さ
れ
る

適
任
者
を
選
ぶ
こ
と
だ
と
い
う
ふ

う
に
、
思
っ
て
い
ま
す
。

件
で
指
定
機
関
に
問
題
点
が
な
け

れ
ば
、
継
続
性
が
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
が
、
近
隣
で
は
、

牛
久
市
が
交
替
制
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、

十
分
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

副
市
長
の
人
事
に
つ
い
て
地
域

性
を
考
慮
し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

市
長　

助
役
ま
た
は
副
市
長

市
長　

助
役
ま
た
は
副
市
長

市
長

の
人
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ご
指
摘
の
地
域
性
と
い
う
こ
と
も

指
定
金
融
機
関
の
交
替
制
に

つ
い
て
伺
う
。

市
長　

指
定
金
融
機
関
に
つ

い
て
は
、
旧
霞
ヶ
浦
町
は
常

陽
銀
行
、
旧
千
代
田
町
は
関
東
つ

く
ば
銀
行
で
し
た
が
、
合
併
協
議

会
の
中
で
、
指
定
金
融
機
関
は
関

東
つ
く
ば
銀
行
と
決
定
が
な
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。
私
と
し
て
は
、

基
本
的
に
は
、
金
利
面
や
サ
ー
ビ

ス
面
等
で
支
援
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
特
に
同
一
条

▲公金を預る会計課

QA

QA QA

今
後
の
課
題
と
し
て
十
分
検
討
す
る

指
定
金
融
機
関
の
交
替
制
は

質 問 事 項

る
こ
と
が
、
地
域
の
安
全
上
必
要
で
あ
る
と

警
察
本
部
で
の
判
断
が
さ
れ
、
設
置
さ
れ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。
ご
質
問
の
駐
在
所
の
配

置
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
こ
の
経
過
を
踏
ま

え
ま
し
て
地
域
の
要
望
や
現
状
を
見
据
え
な

が
ら
、
地
域
の
要
望
が
あ
れ
ば
土
浦
署
と
も

今
後
協
議
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

安
心
・
安
全
・
調
和
の
と
れ
た
一
体
性

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
一
体
化
確
保
の
ま
ち
づ
く
り
に

市
長　
一
体
化
確
保
の
ま
ち
づ
く
り
に

市
長

つ
い
て
は
、
や
は
り
基
本
構
想
の
素
案

に
お
い
て
、
合
併
時
の
新
市
建
設
計
画
を
踏

犯
罪
防
止
の
た
め
神
立
駅
周
辺
の
犯

罪
多
発
地
帯
に
駐
在
所
を
設
置
す
る

べ
き
と
思
う
が
関
係
機
関
へ
の
要
望
に
つ
い

て
伺
う
。総務

部
長　

平
成
4
年
の
4
月
に
土

浦
警
察
署
、
石
岡
警
察
署
管
轄
の
逆

西
、
田
村
、
神
立
駅
前
駐
在
所
が
合
併
し
、

土
浦
警
察
署
神
立
地
区
交
番
と
し
て
一
括
管

理
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
理
由
と
し
て

は
、
神
立
駅
周
辺
の
人
口
増
加
に
伴
い
ま
し

て
従
来
の
分
散
し
た
１
、２
名
の
体
制
よ
り

も
、
１
箇
所
に
集
中
し
て
10
数
名
で
対
応
す

▲神立地区交番

光
文
議
員

QA

QA

QA

地
域
の
要
望
や
現
状
を
見
据
え
て
協
議
す
る

神
立
駅
周
辺
に
駐
在
所
の
設
置
要
望
は

1.まちづくりについて
  （1）豊かな自然をいかしたまちづくりについて
  （2） 安心・安全・調和のとれた｢まちづくり｣に

ついて
2.市の活性化について
  （1）神立停車場線の実現について

質 問 事 項
1. 行政全般について
  （1）人事について
  （2）金融機関について

議
員

ま
え
、「
き
ら
き
ら
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
育
む

豊
か
な
め
ぐ
み
野
」
を
将
来
像
と
し
、
そ
の

実
現
に
向
か
っ
て
、
す
べ
て
の
市
民
が
手
を

と
り
夢
の
あ
る
未
来
を
描
き
な
が
ら
新
し
い

ま
ち
の
創
造
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

私
も
、
か
す
み
が
う
ら
市
再
生
の
た
め
に
は
、

人
の
交
流
と
誇
り
の
一
体
化
、
交
通
ア
ク
セ
ス

基
盤
に
よ
る
一
体
化
、
そ
し
て
事
業
の
一
体
化

が
重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
の
基
本
計
画
及
び
実
施
計
画
の
策
定
に

お
け
る
政
策
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。



一般質問
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認
が
必
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
議
員
の
方
々
の
納
得
で

き
る
内
容
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
考
え
ま
す
の
で
、
現

時
点
に
お
い
て
は
、
債
務
負
担

行
為
の
執
行
が
認
め
ら
れ
な
い

た
め
、
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

め
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
を

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
情

報
提
供
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
向
原
土
地
区
画
整
理
組
合

事
業
へ
の
債
務
負
担
行
為

に
つ
い
て
、｢

組
合
の
自
己
責
任

と
し
て
と
る
べ
き
対
策｣

と
は
何

か
を
伺
う
。

　
土
木
部
長　

債
務
負
担
行

為
の
実
行
は
、
議
会
の
承

　
６
ヶ
月
分
の
ゴ
ミ
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
の
再
発
行
に
つ

い
て
、
市
長
の
決
断
を
伺
う
。

　
市
長　

６
ヶ
月
分
の
ゴ
ミ

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成

に
つ
い
て
は
、
基
本
と
し
て
は

保
存
版
と
し
て
の
「
カ
ラ
ー
の

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
配

布
、
毎
月
発
行
し
て
い
る
広
報

誌
の
「
お
知
ら
せ
カ
レ
ン
ダ
ー
」

へ
の
掲
載
、
さ
ら
に
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
提
供
に
努

▲向原土地区画

文
雄
文
雄
文
雄
文
雄
議
員

QA

QA QA
毎
月
発
行
し
て
い
る
広
報
誌
の
「
お
知
ら
せ
カ
レ
ン
ダ
ー
」
な
ど
で
ご
理
解
を

６
ヶ
月
分
の
ゴ
ミ
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
再
発
行
が
で
き
な
い
か

質 問 事 項

市
長　

金
命
水
取
水
上
付
近
の
落
石

防
止
工
事
に
つ
い
て
は
、
緊
急
性
を

考
慮
し
、
平
成
17
年
度
に
、
県
単
林
道
改
良

事
業
を
活
用
し
て
、
工
事
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
の
対
策
と
し
て
、
落
石
に
対
す
る
注
意
を

喚
起
す
る
と
と
も
に
、
安
全
性
の
確
保
を
図

る
た
め
、
よ
り
効
果
的
な
方
法
で
、
早
期
に

一
層
の
安
全
確
保
に
向
け
た
整
備
が
実
施
で

き
る
よ
う
県
へ
の
補
助
金
要
請
も
含
め
関
係

機
関
と
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

生
徒
に
対
す
る
防
犯
教
室
に
つ
い
て
は
、
警
察

署
か
ら
専
門
家
を
招
い
て
不
審
者
と
の
遭
遇

を
想
定
し
た
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
小
学
生

に
対
す
る
指
導
は
、
特
に
、
い
わ
ゆ
る
『
い
か

の
お
す
し
』（
付
い
て
い
か
な
い
、
車
に
乗
ら

な
い
、大
声
で
叫
ぶ
、す
ぐ
逃
げ
る
、知
ら
せ
る
）

の
徹
底
と
防
犯
ブ
ザ
ー
の
使
い
方
を
中
心
と
し

て
指
導
を
し
て
い
ま
す
。中
学
生
に
対
し
て
は
、

車
な
ど
へ
の
連
れ
込
み
な
ど
の
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
の
指
導
を
中
心
に
し
て
い
ま
す
。

青
木
葉
線
林
道
落
石
防
止
の
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。

防
犯
教
育
の
具
体
的
な
内
容
と
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　

全
て
の
学
校
に
お
い
て
、

学
校
へ
の
不
審
者
侵
入
を
想
定
し
た
避

難
訓
練
を
年
間
計
画
に
位
置
付
け
、
警
察
署

な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
不
審
者
の
侵
入
に
備
え
て
、
緊
急
時
の

連
絡
体
制
（
ホ
イ
ッ
ス
ル
や
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン

の
利
用
）、
不
審
者
の
侵
入
を
く
い
止
め
る
た

め
の
職
員
配
置
や
さ
す
ま
た
な
ど
を
備
え
付

け
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
な
避
難
を
優
先
し
た

防
犯
体
制
の
整
備
に
も
努
め
て
い
ま
す
。児
童・

▲防犯訓練

中
根
光
男
光
男
光
男
光
男
議
員

QA QA

不
審
者
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
実
施

防
犯
教
育
の
具
体
的
な
内
容
は

1. 農林業行政について
  （1）カラス等有害駆除について　　　
  （2）農業法人化の取り組みについて
  （3） 青木葉線林道落石防止工事について（金命水）取水場周辺
2. 環境行政について
  （1）市街地区域における適正な維持管理について
3. 教育行政について
  （1）学校での防犯教育について
  （2） 通学路における歩道の確保と今後の具体的な計

画・取り組みについて
  （3）中学生を対象とした 3級ヘルパー資格取得について

質 問 事 項

Q

A

1. 入札制度の改善について
  （1）入札における落札率と談合の関係について
  （2）随意契約のあり方について　（3）予定価格の事前公表について
  （4）市道㋠６号線迂回路工事入札について　（5）談合への対応策について
2. 向原土地区画整理事業について
  （1）保留地販売について　　　  （2）仮換地の販売について
  （3）債務負担行為の執行について
3. 水道事業について
  （1）県との契約水量について　（2）水道事業における人口計画について
  （3）水道料金・基本水量の見直しについて
4. 住み良いまちづくりについて
  （1）障害者自立支援法について　（2）介護保険制度について
  （3）ゴミ収集カレンダーの作成について



各委員会付託案件の審議
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総務委員会

【付託案件】
・ 平成18年度かすみがうら市一般会計補正予算（第
３号）について

文教厚生委員会
【付託案件】
・ かすみがうら市医療費福祉費支給に関する条例
の一部改正について

・ 平成18年度かすみがうら市一般会計補正予算（第
３号）

・ 平成18年度かすみがうら市国民健康保険特別会
計補正予算（第１号）について

・ 平成18年度かすみがうら市介護保険特別会計補
正予算（第１号）

　賛成多数で原案のとおり可決することに決定
いたしました。

【審議内容】
Ｑ： 生活習慣病の予防について，どのようなこ
とをするのか伺う。

Ａ： 循環器疾患予防として，広報紙への掲載，
冊子の配布，ミニフォーラム，タウンミー
ティング，講師として医師会の医者を派遣
し，循環器疾患予防，糖尿病予防，合併症
予防，高血圧予防講座等の健康講座や健康
相談を実施する予定でいます。

Ｑ： 子どもと親の相談活動を調査研究委託事業
に伴う相談員の配置について，申請してモ
デル校となったのか伺う。

Ａ： 申請したわけではなく県教育委員会より，
志筑小学校・七会小学校・下稲吉小学校・
下稲吉東小学校がモデル校として指定を受
けました。県内の指定状況ですが，かすみ
がうら市・取手市・那珂市・筑西市・常総
市・城里町の小中学校併せて20校が指定を
受けています。

【審議内容】
Ｑ： 地方特例交付金の内容について伺う。
Ａ： 地方特例交付金は，ひとつには減税補てん
特例交付金があり，恒久的な減税に伴う地
方税の減収の一部を補てんするものであ
り，ふたつには，児童手当特例交付金とし
て，平成18年度からの児童手当の拡充に伴
う地方負担に対応するものです。このため，
次年度は地方特例交付金については，大幅
に縮小され，地方交付税とは異なるもので
す。

Ｑ： 千代田庁舎増改築工事で1,100万円減額
し，新たに備品購入費を計上した理由を伺
う。

Ａ： 増改築部分と備品購入を併せて工事請負費
の設計に組み込みますと，通常の建築の諸
経費分がその備品にも加算になってしまい
ますので，切り離したほうが経費が安く済
むということで予算の組替えをするという
ことです。

　全会一致で原案のとおり可決することに決定
いたしました。

▲千代田庁舎増改築工事



各委員会付託案件の審議
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産業経済委員会

【付託案件】
・ 平成18年度かすみがうら市一般会計補正予算（第
３号）について

建設委員会
【付託案件】
・ 平成18年度かすみがうら市一般会計補正予算（第
３号）

・ 平成18年度かすみがうら市下水道事業特別会計
補正予算（第１号）

・ 平成18年度かすみがうら市農業集落排水事業特
別会計補正予算（第１号）

　全会一致で原案のとおり可決することに決定
いたしました。

【審議内容】
Ｑ： 市道㋕2644号線の道路用地取得費の補正
ということだが，前倒しをして行ってきた
経緯を伺う。

Ａ： 用地取得が進んだということが大きな要因
です。できるだけ早く市道㋕2644号線の開
通を目指すため，補正予算の議決をいただ
き用地取得を目指すものです。

Ｑ： 下水道関係で一般会計の繰出しが無くなっ
たことはいいことだが，市債を発行したと
いうことですね。どのような償還財源で充
てるのか伺う。

Ａ： 後年度に発生します平準化債等の元金償還
費については，交付税措置ということで，
現在の予定では半分の50％が交付税措置さ
れると聞いています。残りについては，一
般財源からになると思います。

【審議内容】
Ｑ： 霞ヶ浦等湖沼にやさしい農業対策事業補助
金の事業内容について伺う。

Ａ： 霞ヶ浦等湖沼にやさしい農業対策事業補助
金につきましては，施肥田植機の施肥部分
に係る補助金でございます。肥料をやり過
ぎないための機械部分の補助金です。

Ｑ： 茨城の園芸産地改革支援事業補助金の内容
について伺う。

Ａ： 県からの補助金を団体に交付するもので，
１つは志士庫園芸農協で剪定した枝を粉砕
するウッドチッパーの購入に対して，44万
円補助します。もう１つはＪＡ土浦花き部
会佐賀支部へ，温室ハウスを設置するため
に456万円を補助する内容です。

　全会一致で原案のとおり可決することに決定
いたしました。

▲大和田バイパス予定地

▲田植のようす



議案のあらまし
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10
月
12
日

議
案
第
83
号

平
成
17
年
度
石
岡
地
区
営
農
研
修
セ
ン
タ
ー
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定

10
月
19
日

議
案
第
76
号

平
成
17
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て　

認
定

議
案
第
77
号

平
成
17
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て　

認
定

議
案
第
78
号

   

平
成
17
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
老
人
保
健
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て　

認
定

議
案
第
79
号

平
成
17
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
下
水
道
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定

議
案
第
80
号

平
成
17
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て　

認
定

議
案
第
81
号

平
成
17
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
土
地
取
得
特
別

会
計
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て　

認
定

議
案
第
82
号

平
成
17
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
介
護
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て　

認
定

議
案
第
84
号

か
す
み
が
う
ら
市
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て　

可
決

議
案
第
85
号

平
成
18
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）　

可
決

議
案
第
86
号

平
成
18
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）　

可
決

議
案
第
87
号

平
成
18
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）　

可
決

議
案
第
88
号

平
成
18
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
農
業
集
落
排
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）　

可
決

議
案
第
89
号

平
成
18
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）　

可
決

議
案
第
90
号

平
成
18
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）　

可
決

議
長
発
議

　

閉
会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て　

決
定

　

平
成
18
年
第
３
回
定
例
会
が
10
月
５
日
か
ら
19
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
平
成
17
年
度

か
す
み
が
う
ら
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
な
ど
認
定
８
件
、
平
成
18
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
７
件
の
計
15
件
の
議
案
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
原
案
の
と
お
り
認
定
・
可
決
致

し
ま
し
た
。
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▲本会議場
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今
年
も
は
や
師
走
を
迎
え
、
気

ぜ
わ
し
い
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

「
か
す
み
が
う
ら
市
」
も
誕
生
以
来

一
年
半
を
過
ぎ
ま
し
た
が
市
民
の
皆

様
方
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
市
行

政
に
対
し
評
価
の
声
が
い
ろ
い
ろ

出
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
も
の
は
、

旧
両
町
が
合
併
迄
に
行
っ
て
来
た

各
種
事
業
全
般
を
調
整
し
、
一
体
性

の
確
保
に
よ
る
も
の
か
ら
生
じ
る

問
題
点
や
住
民
福
祉
の
面
で
各
種

事
業
の
サ
ー
ビ
ス
が
以
前
と
比
べ

違
い
が
出
て
い
る
点
へ
の
疑
問
が

多
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
の
意
見
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
そ
の
対
応
と

併
せ
て
少
子
高
齢
化
が
進
む
な
か
、

市
民
か
ら
の
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
こ
と
が
行
政
に
求
め
ら
れ
る

課
題
で
す
。
課
題
達
成
に
向
け
て
、

議
会
も
さ
ら
な
る
努
力
を
重
ね
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
議
会
活
動
の
内
容
を
皆

様
方
に
し
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
よ

り
よ
い
「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
に
存
じ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
こ
れ
か
ら
寒
さ
が
日
増
し
に

厳
し
く
な
り
ま
す
の
で
お
体
に
は

十
分
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

（
編
集
委
員
長　

桂
木
庸
雄
）

　

第
４
回
定
例
市
議
会
は
、
11
月
28
日

（
火
）
か
ら
開
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会

期
日
程
に
つ
い
て
は
、
お
知
ら
せ
版
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

第
２
回
・
第
３
回
定
例
会
が
延
会
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
議
会
だ
よ
り
の
発
行

が
変
則
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
本
会
議
は
ど
な
た
で
も
傍
聴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

第
４
回
定
例
会
市
議
会
の

お
知
ら
せ

詳しいことは，議会事務局へお問い合わせください。
電話  0299（59）2111　内線 1302
ホームページ http://www.city.kasumigaura.ibaraki.jp/gikai/
メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.ibaraki.jp　gikai@city.kasumigaura.ibaraki.jp

編
集
後
記

　
　
　

会
派
と
は

　

議
会
内
に
結
成
さ
れ
た
議
員
の
同
志

的
集
合
体
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

会
派
を
結
成
し
又
は
解
散
し
た
と
き

及
び
名
称
変
更
又
は
構
成
員
に
異
動
を

生
じ
た
と
き
は
、
会
派
の
代
表
者
か
ら

直
ち
に
議
長
あ
て
に
届
け
で
ま
す
。

　

会
派
は
、
原
則
と
し
て
複
数
の
人
的

構
成
が
用
件
で
あ
り
、
一
人
だ
け
で
会

派
を
名
乗
っ
て
も
厳
密
に
会
派
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
運
用
上
は
一
人

会
派
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

会
派
の
交
渉
の
場
と
し
て
、
代
表
者

会
議
や
各
派
交
渉
会
が
も
た
れ
、
議
会

運
営
委
員
会
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　市民生活における交通不便地域の対策として，公
共施設等への交通手段を確保することで，市域の一
体性の確保と市民の交流を促進する目的で 10 月１
日から運行を開始しました。
　千代田地区については，千代田公民館を起点・終

点とする３コースを
設定し，１日１コー
スを，霞ヶ浦地区に
ついては，あじさい
館を起点・終点とす
る６コースを設定
し，１日３コースを
巡回します。

コミュニティバス運行開始


